
長崎駅周辺エリアデザイン調整会議の公開について 
 

１．要  綱 

(1)「附属機関等の設置及び運営に関する要綱（平成 11 年 4 月 1 日制定）」より抜粋 

  （附属機関等の会議の公開） 

  第６条 附属機関等の会議は、運営の透明性及び公正な県政運営に資するため、

原則として公開するものとする。ただし、長崎県情報公開条例（平成１３年長

崎県条例第１号）第７条各号に定める不開示に該当する情報について審議する

場合その他会議を公開することにより公正かつ円滑な審議運営に著しい支障

が生じると認められる場合はこの限りでない。 

  ２ 前項の会議の公開又は非公開の決定は、当該附属機関等の長がその会議に諮

って行うものとする。 

なお、会議を非公開とすることについて、その理由の開示を求められた場合

には、それを明らかにするものとする。 

  ３ 附属機関等の会議の公開は、会議の傍聴、会議結果の公表の方法により行う

ものとする。 

 

(2)「長崎県県政情報の提供等の推進に関する要綱（平成 11 年 2 月 22 日制定）」 

より抜粋 

（審議会等の会議の公開等） 

第９条 実施機関は、審議会等の附属機関及び私的諮問機関等の会議の公開及び

委員の公募などに努めるものとする。 

 
(3)「長崎県情報公開条例（平成 13 年 3 月 23 日長崎県条例第１号）」より抜粋 

（公文書の開示義務） 

第７条 実施機関は、開示請求があったときは、開示請求に係る公文書に次の各

号に掲げる情報（以下「不開示情報」という。）のいずれかが記録されている

場合を除き、開示請求者に対し、当該公文書を開示しなければならない。 

（２）法人その他の団体（国、独立行政法人等、地方公共団体、地方独立行政法

人及び地方三公社を除く。以下「法人等」という）に関する情報又は事業

を営む個人の当該事業に関する情報であって、次に掲げるもの。ただし、

人の生命、健康、生活又は財産を保護するため、公にすることが必要であ

ると認められる情報を除く。 

 ア 公にすることにより、当該法人等又は当該個人の権利、競争上の地位その

他正当な利益を害するおそれがあるもの 

 イ 実施機関の要請を受けて、公にしないとの条件で任意に提供されたもので

あって、法人等又は個人における通例として公にしないこととされている

ものその他の当該条件を付することが当該情報の性質、当時の状況等に照

らして合理的であると認められるもの 

（４）県の機関、国、独立行政法人等、他の地方公共団体、地方独立行政法人及

び地方三公社の内部又は相互間における審議、検討又は協議に関する情報

であって、公にすることにより、率直な意見の交換若しくは意思決定の中
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立性が不当に損なわれるおそれ又は特定の者に不当に利益を与え若しく

は不利益を及ぼすおそれがあるもの 

 

２．確認事項 

①会議の公開・非公開について 

②会議を公開するとした場合の公開方法について 

③「議事録の公表」の場合の「氏名」の公表・非公表 

 

３．事務局案 

①議事１から４については、公開とする。 

議事５の駅舎・駅前広場等デザイン基本計画の検討状況については、長崎駅

舎・駅前広場等デザイン検討会議にて、駅舎・駅前広場等デザイン基本計画の

議論がされており、下記の理由により、非公開とされているため、当会議でも

非公開とする。 

 

当検討会議において議論される内容が九州旅客鉄道株式会社や独立行政法人

鉄道建設・運輸施設整備支援機構を対象として、長崎県情報公開条例第７条

（２）アにおける「公にすることにより、当該法人等又は当該個人の権利、競

争上の地位その他正当な利益を害するおそれがあるもの」また同条（４）にお

ける「県の機関、国、独立行政法人等、他の地方公共団体、地方独立行政法人

及び地方三公社の内部又は相互間における審議、検討又は協議に関する情報で

あって、公にすることにより、率直な意見の交換若しくは意思決定の中立性が

不当に損なわれるおそれ又は特定の者に不当に利益を与え若しくは不利益を

及ぼすおそれがあるもの」に該当すると判断するものである。 

 

②議事１から４についての公開方法は「傍聴」及び「議事録の公表」とする。 

③「氏名」は公表とする。 


